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６月２９日の野球を皮切りに、７月６日・７日・１３日と田原市中学校総

合体育大会が市内各地で行われました。各部とも３年生の人数が少ない中、

１・２年生の力も借りながら、よく頑張りました。２年半の努力の成果を発

揮し、それぞれの会場で活躍する姿を見ることができました。また「赤中、

がんばっとるね。」という声を各会場で聞くことができました。多くの方々

に応援していただきました。ありがとうございました。 

  

７月１３日（土）吹奏楽部が中部日本吹奏楽コ

ンクール東三河ブロック大会に出場しました。 

１６名という少ないメンバーでの編成でしたが、

各パート 1 人だけという重圧に負けず、しっかり

とした音をホールに響かせていました。 

～保護司・更生保護女性会来校～ 

７月１日（月）赤羽根中校区の保護司、更生保護女性会の方々が来校されました。

１年生全員用に更生保護女性会の方から「母の鈴」をいただきました。この鈴は、

会員の方々が、生徒達の健やかな成長を願い、心を込めて手作りしたものです。シジミの貝殻の外側に

布を巻き付け、鈴や模様を縫い付けたものです。この鈴を見ては、自分を振り返って欲しいと思います。 

 

７／１３までの大会が終わった時点で、各部のキャプテンに大会を振り返ってもらいました。 

【男子バレーボール部（優勝）：伊藤一世】 

僕たちは「市内優勝・東三優勝・県ベスト８以上」を目指して日々練習に

取り組んできました。市内大会では、弱気な感情は誰 1人出さず、みんな

が勝つ気で試合に臨みました。試合直前の練習でも、みんながとても真剣

にやれていて、とても良い雰囲気でした。試合は、全試合ストレート勝ち

だったけど、所々ミスがあり長期戦になってしまったので、これからの練

習で直していけたら良いと思います。次の目標は東三優勝なので、とにかく練習してレベルの高いチー

ムになれるよう頑張りたいです。チームみんなで長い夏にしていこうと思います。 
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【剣道部（団体２位・個人 3位大羽元希）：中村彬人】 

僕たちは、団体 2 位、個人入賞１人という結果に終わりました。夏の

大会ということで、いつも以上に気合いを入れて試合に臨みました。し

かし、結果は決勝戦で敗退してしまいました。勝てる試合だったので、

とても悔しかったです。目標の「団体優勝」を達成できなかったけど、

一人ひとりが自分の役割をしっかり果たせた良い大会でした。個人戦は

自分を含め、実力を発揮できず敗退してしまった選手が多くいました。詰めの甘さから練習不足を強く

感じ、とても悔しい思いをしました。３年生はこの夏で引退しますが、後輩たちに「団体優勝」を成し

遂げてほしいです。 

【女子バレーボール部（１勝３敗）：小久保音々華】 

私たちは３年生が少なく、２年生も含めてのチームです。２年生は私

達のために必死に練習してくれました。サーブを大事に練習し、サーブ

を武器として大会に臨みました。１日目の福江戦・泉戦はうまく流れを

掴むことができず負けてしまいました。その悔しさをバネに、２日目は

いい流れを掴むことができ、武器であるサーブでも、たくさん点を取る

ことができました。結果、東部中にしか勝つことができず、目標である市内優勝は果たせませんでした。

悔しい気持ちはあったけど、それ以上に部活動を続けて良かった、楽しかったと思うことができました。

ここまで一緒に戦ってくれた先生や後輩にとても感謝しています。 

【吹奏楽部（銀賞）：石原 桜】 

中部日本吹奏楽コンクールを７月１３日に終えました。３年生にとっ

て最後の大会なので、全員が息を合わせ、いい演奏ができるように真剣

に練習に取り組みました。会場では緊張して落ち着かない人もいました

が、挨拶や楽器を下ろす手伝いなど、周りを見てやるべきことをしっか

りすることができました。本番では練習でやったことができなかったり、

周りの音を聞けなかったり、出す音をミスしたりと、反省点がたくさんありました。また、「ここをも

っと練習しておけば」といった後悔もありました。この反省や後悔を生かしてしっかり練習し、次の朝

日吹奏楽コンクールでいい結果が出せるよう頑張りたいです。 

【野球部（３位）：今原旭陽】 

僕たちは「市内優勝・東三 3位以内」という目標を掲げて、日々練習に

励んできました。新チームになったばかりの頃は、一体感がなく気持ちも

バラバラでした。練習や試合の度に、うまくいかないところをどうしたら

いいか先生も交えて話し合っていくうちに、みんなの気持ちが一つにまと

まってきました。夏の大会本番では、目標は達成できなかったけど、仲間

を思いやるプレーや声掛け、練習してきたことを存分に発揮できました。結果だけを見れば残念だった

かもしれないけど、最後の大会で全員野球ができたことが嬉しかったです。この仲間と野球ができたこ

とが、最高の思い出になりました。 

【ソフトボール部（２位）：伊藤にこ】 

夏の大会 1 日目、1 試合目の福江戦は敗れてしまったけど、次の東部戦

では調子を取り戻し、勝つことができました。2 日目の田原戦では、積極

的に攻撃できました。「楽しもう！」と私が声を掛けると、いつも以上の声

や楽しさが出てきて、自分達らしい試合をすることができました。暴投な

どのエラーもなく、今までで一番良い試合でした。良いところもあるけど、

もちろん悪いところもあるので、一人一人の課題として練習していきたいです。私たちには先輩を越す

という目標があります。新チームになった時、自分たちには高すぎる目標だと思っていました。でも今

のチームなら達成できると思うので、1日 1 日を大切に、少しでも長くソフトボールができるように、

みんなで一つの目標に向かって悔いの残らないよう全力でプレーします。 


